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3D bathymetric image of the Izu‒Ogasawara Trench and its vicinity based on 150m grid DEM

Fig. 9．  Anaglyph image of Ogasawara Plateau and its vicinity. Bathymetry is also shown （contour interval is 200 m 
and thick contour is drawn every 1000 m）. Interpretation of the active faults is also shown on the bathymetry 
（blue line: normal active fault, red line: reverse active fault, dashed line: presumed active fault）.

図 9．  小笠原海台及び周辺のアナグリフ図．海底地形図の等深線間隔は 200 mで，1000 mごとに太線で示す．活
断層の解釈も地形図に示す（青線：正断層（活断層），破線：推定活断層）
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小笠原海台よりも南では海溝軸は南東方向に向
きを変え，水深も 8,000 mを超える．陸側海溝斜
面には，丸みを帯びた高まりの背後に差し渡し
100 kmにも及ぶ大規模な崩壊地形が認められる．
しかしながら，この崩壊の形態と小笠原海台の衝
突の状況は必ずしも整合的ではなく，その成因は
不明である．

6　変動地形学的に認定される活断層と地震
伊豆・小笠原諸島北部は，相模トラフや日本海
溝南部で発生した地震によって強い揺れや津波の
被害を受けたが，伊豆・小笠原海溝沿いのプレー
ト境界，特にその南部では歴史時代を通してM8
クラスの巨大地震の記録はない（地震調査研究推
進本部）．一方，八丈島の東方では，1972 年に深
さ 50 kmと 70 kmの震源を持つ 2 つのM7 クラ
スの地震が発生している．
石橋・原田（2013）は，1605 年慶長地震が伊豆・
小笠原海溝に沿ったプレート境界地震の可能性を
指摘した．伊豆・小笠原海溝の茂木海山と上田海
嶺との間の海溝陸側斜面は，バルジ状の高まりを
伴う大規模な複数の撓曲崖で構成され，それぞれ
の基部には長さ数 100 kmに及ぶ逆断層が発達し
ている．海溝陸側斜面基部は海底地すべりなどで
断層変位地形は明瞭ではないが，断層変位の累積
の結果形成されたと考えられる高さ 1,000 mを超
える断層崖が長さ約 600 kmにわたって連続的に
発達しており，この断層が一括して活動しM9 ク
ラスが地震を発生する可能性は否定できない（中
田・他，2014）．
平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の
際のような「想定外」という事態を招かないため
にも，変動地形学的に認定された長大な海底活断
層について，さらに詳細な検討が必要である．
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要　　旨
海上保安庁と海洋研究開発機構（JAMSTEC）
ほかの海底地形データをもとに，伊豆・小笠原海
溝周辺の 150 mグリッド DEMを作成した．この
DEMからアナグリフ画像を作成し，海底地形の
解釈を行った．


